




１０：２０～１０：３０ 事務連絡

集合・出欠確認

出発 貸切バス　　乗車：中央隣保館東側

中島　清志さん

第 ８ 講

①
②

高橋　典男
NPO法人人権センターながの事務局長

５０分
１５：１０～１６：００

　　～１１：５０

長野市中央隣保館着12：30

　1969年に制定された「同和対策事業特別措置法」のもとで大きく進展した部落解放運動と部落問題に
対する政治・社会の対応を、高度経済成長終了後の低成長とグローバル化にともなう日本社会の変動を
視野に入れつつ描く。後半は、2002年に同和対策に関する一連の特措法が期限切れを迎えた後、不可
視化されつつある現代の部落問題の現実、さらには水平社100年の後の部落解放のあり方を展望する。

全体：質疑・意見交換

８月１０日（木）

１０分
連絡事項

閉会あいさつ

９０分

９０分

第 ５ 講

９０分

７５分

１２５分

第１ ０ 講

１６：００～１６：１０

第 ４ 講

第 ６ 講

（公財）
反差別･人権研究所みえ
常務理事兼事務局長

８月９日（水）　

講　座　内　容

１０：３０～１２：００

松村　元樹さん 　インターネットの登場により新たな形態で発生している部落差別は、サービスの進展とともに、複雑化・巧
妙化してきている。インターネットに現れる差別などの問題のスタートは「現実社会」である。インターネット
上の差別を含む、さまざまな差別を解消するために私たちにできることがある。どうすれば差別がなくなる
のか、ともに考え、確実に実践していこう。

「インターネットと部落問題～差別を解消するために私たちにできること～」

１３：００～１４：１５
 ［対談］

 「年輪」グループと柴田道子　　　－小林一恵さんに聞く－　　　　　

　昨年5月に部落問題をテーマにしたドキュメンタリー映画『私のはなし 部落のはなし』が公開され、観客
動員数は1万5千人を越えるヒット作となった。
　監督は映像制作者としてどのように部落問題と関わり、映像として表現したのか。今年2月に上梓した監
督のエッセイ『「私のはなし部落のはなし」の話』をもとに、映画のテーマとして「部落問題」を語る。

8:30

「『私のはなし　部落のはなし』の話」

小林　一恵さん
最初の「年輪」

メンバー

島田　一生さん

１４：30～１６：００

　１９６５年８月、「第８回部落解放高校生の集い」を傍聴したのは、のちに『被差別部落の伝承と生活』を著
す柴田道子だ。ノートに何かを書いている高校生に見せてもらったのが「年輪」グループの回覧ノート。部落
出身の高校生７人が自主的に起ち上げた「年輪」グループとの最初の出会いだった。柴田道子が「年輪」

に見いだした意義を、「年輪」メンバーの小林一恵さんから改めて確かめるときがいま来ている。

※事前録画の映像あり

8:50

NPO法人
人権センターながの理事

 満若　勇咲さん

映画監督

部落解放同盟長野県連合会
執行委員長

１３：３０～１５：００

「現代の部落問題」
部落問題に向き合う若者たち
『非部落民の部落問題』にもふれて

「『寺中』差別の現実から」 浄土真宗本願寺派
圓光寺住職（須坂市）

フィールドワーク（2）高山村の被差別部落 山本　喜一さん

１６：１０～ 交流会

 内田　龍史さん

関西大学教授

第 ７ 講

第 ９ 講

　９：４５～
フィールドワーク（1）圓光寺（須坂市）




